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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公開番号】特開2014-52222(P2014-52222A)
【公開日】平成26年3月20日(2014.3.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-015
【出願番号】特願2012-195457(P2012-195457)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｃ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｂ    5/20     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｃ   13/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月3日(2015.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
眼鏡フレームのリムの前側及び後側を所定位置で保持するフレーム保持手段と、リムのヤ
ゲン溝に挿入される測定子と、測定子をリムのヤゲン溝に沿わせて移動するための移動手
段と、ヤゲン溝に沿って移動される前記測定子の位置を検知する検知手段と、前記移動手
段を制御し、前記検知手段の検知結果に基づいてリムの形状の測定データを得る制御手段
と、を備える眼鏡枠形状測定装置において、
前記制御手段は、リムの測定開始点から前記測定子を移動させることによって得られた測
定データの変化に基づき、測定開始点で前記測定子が前記ヤゲン溝に挿入された第１状態
と、測定開始点で前記測定子が前記ヤゲン溝に挿入されていない第２状態と、の何れの状
態で測定が開始されたかを判定し、前記第２状態で測定が開始されたと判定したときには
再測定に移行し、再測定では、前記第１状態で測定が開始されたときに行う前記移動手段
の制御に対して少なくとも一部の動作を変更することを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項２】
請求項１の眼鏡枠形状測定装置において、
前記制御手段は、再測定では、再測定で得られた測定データの変化に基づき、前記測定子
の移動途中で前記測定子が前記ヤゲン溝に挿入されたか否かを判定し、該判定によって前
記測定子が前記ヤゲン溝に挿入されたと判定された地点から前記測定子を前記ヤゲン溝に
沿って移動させ、リムの全周形状の測定データを得るように前記移動手段を制御すること
を特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項３】
請求項１又は２の眼鏡枠形状測定装置において、
前記制御手段は、再測定では、前記測定子をリムから離脱させた後、リムの前後幅のほぼ
中央位置に前記測定子を接触させるように前記移動手段を制御し、そして、（ａ）リムの
前後幅方向における前記測定子の接触位置を維持した状態で、リムの耳側方向に測定子を
移動させるように前記移動手段を制御するか、又は（ｂ）測定子をリムの前側方向に向か
わせつつ、リムの耳側方向に測定子を移動させるように前記移動手段を制御するか、の何
れかを行うことを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
（１）　眼鏡フレームのリムの前側及び後側を所定位置で保持するフレーム保持手段と、
リムのヤゲン溝に挿入される測定子と、測定子をリムのヤゲン溝に沿わせて移動するため
の移動手段と、ヤゲン溝に沿って移動される前記測定子の位置を検知する検知手段と、前
記移動手段を制御し、前記検知手段の検知結果に基づいてリムの形状の測定データを得る
制御手段と、を備える眼鏡枠形状測定装置において、前記制御手段は、リムの測定開始点
から前記測定子を移動させることによって得られた測定データの変化に基づき、測定開始
点で前記測定子が前記ヤゲン溝に挿入された第１状態と、測定開始点で前記測定子が前記
ヤゲン溝に挿入されていない第２状態と、の何れの状態で測定が開始されたかを判定し、
前記第２状態で測定が開始されたと判定したときには再測定に移行し、再測定では、前記
第１状態で測定が開始されたときに行う前記移動手段の制御に対して少なくとも一部の動
作を変更することを特徴とする。
（２）　（１）の眼鏡枠形状測定装置において、前記制御手段は、再測定では、再測定で
得られた測定データの変化に基づき、前記測定子の移動途中で前記測定子が前記ヤゲン溝
に挿入されたか否かを判定し、該判定によって前記測定子が前記ヤゲン溝に挿入されたと
判定された地点から前記測定子を前記ヤゲン溝に沿って移動させ、リムの全周形状の測定
データを得るように前記移動手段を制御することを特徴とする。
（３）　（１）又は（２）の眼鏡枠形状測定装置において、前記制御手段は、再測定では
、前記測定子をリムから離脱させた後、リムの前後幅のほぼ中央位置に前記測定子を接触
させるように前記移動手段を制御し、そして、（ａ）リムの前後幅方向における前記測定
子の接触位置を維持した状態で、リムの耳側方向に測定子を移動させるように前記移動手
段を制御するか、又は（ｂ）測定子をリムの前側方向に向かわせつつ、リムの耳側方向に
測定子を移動させるように前記移動手段を制御するか、の何れかを行うことを特徴とする
。
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